
一
六
日
、
神
津
連
合
中
央
闘

争
委
員
長
は
、
示
さ
れ
た
回
答

内
容
を
続
く
中
堅
・
中
小
組
合

は
も
と
よ
り
、
未
組
織
を
含
め

た
す
べ
て
の
働
く
者
の
賃
金

引
き
上
げ
に
確
実
に
波
及
さ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
、

交
渉
中
の
組
合
は
三
月
決
着

に
向
け
て
全
力
を
尽
く
す
。
非

正
規
労
働
者
の
雇
用
の
安
定

と
処
遇
改
善
に
向
け
て
、
正

規
・
非
正
規
の
同
時
決
着
を
め

ざ
す
。
等
の
要
請
を
し
た
。 

一
七
日
、
連
合
は
、
「
下
請

取
引
等
取
引
環
境
」
に
つ
い
て

全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会

と
の
意
見
交
換
を
行
っ
た
。 

冒
頭
、
神
津
会
長
か
ら
は

「
今
年
の
春
闘
は
、
『
持
続

性
』
『
月
例
賃
金
』
『
広
が
り
』

『
底
上
げ
』
と
い
う
四
つ
の
キ

ー
ワ
ー
ド
で
取
り
組
ん
で
い
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今
次
春
闘
は
、
「
デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却
」
と
「
経
済
の
好
循
環

確
立
」
に
向
け
、
月
例
賃
金
の
引
き
上
げ
に
こ
だ
わ
り
、
賃
上

げ
の
流
れ
を
継
続
さ
せ
る
こ
と
を
訴
え
、
す
べ
て
の
組
合
が
労

使
の
使
命
を
果
た
す
べ
く
厳
し
い
交
渉
環
境
の
中
で
交
渉
を
繰

り
広
げ
、
三
月
一
六
日
、
先
行
組
合
が
回
答
を
引
き
出
し
た
。 

【2016. 3. 23】 

 

度
の
充
実
・
改
善
を
は
か
る
こ

と
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。 

連
合
は
、
低
所
得
層
を
中
心

に
家
計
の
教
育
費
負
担
の
軽

減
を
は
か
り
、
貧
困
の
連
鎖
を

防
ぐ
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
働

く
者
の
「
底
上
げ
・
底
支
え
」

「
格
差
是
正
」
に
つ
な
げ
て
い

く
た
め
、
地
方
連
合
会
に
対
し

て
取
り
組
み
を
要
請
し
た
。 

連
合
気
仙
地
協
は
、
学
生
が

奨
学
金
返
済
に
よ
り
生
活
困

窮
に
陥
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

①
対
象
者
へ
の
制
度
の
周
知
、

②
無
利
子
奨
学
金
や
給
付
型

奨
学
金
の
拡
充
な
ど
、
奨
学
金

制
度
の 

充
実
を 

自
治
体 

に
求
め 

る
。 

 

教
育
は
、
経
済
・
社
会
の
発

展
と
い
っ
た
国
を
支
え
る
基

盤
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
持
続

可
能
な
社
会
や
日
本
の
成
長

を
支
え
る
人
材
を
育
成
す
る

こ
と
は
、
国
民
個
々
の
問
題
で

は
な
く
、
社
会
全
体
の
責
任
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。 

貧
困
や
格
差
が
拡
大
し
、
国

民
全
体
の
「
底
上
げ
・
底
支
え
」

が
求
め
ら
れ
る
中
、
高
額
化
す

る
大
学
の
学
費
の
是
正
や
奨

学
金
返
済
に
よ
り
生
活
困
窮

に
陥
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
制

大
船
渡
市
議
会
議
員
選
挙

(

定
数
二
〇)

は
、
四
月
一
七
日

(

日)

に
告
示
さ
れ
、
四
月
二
四
日

(

日)

の
投
開
票
で
施
行
さ
れ
る
。 

連
合
岩
手
気
仙
地
域
協
議
会

は
、
第
五
回
幹
事
会
に
お
い
て
、

構
成
単
組
の
組
織
内
候
補
で
あ

る
こ
と
や
気
仙
地
協
の
運
動
展

開
へ
の
連
携
・
協
力
な
ど
を
鑑

み
、
当
該
の
組
織
か
ら
推
薦
要

請
が
あ
っ
た
以
下
の
立
候
補
予

定
者
の
推
薦
を
確
認
し
た
。 

今
後
、
推
薦
要
請
組
織
と
連

携
し
て
取
り
組
み
を
進
め
る
。 

 【
推
薦
】 

東 

堅
市 

無
所
属 

新
人 

(

六
八
歳) 

 
 

 
 

 
 

 

日
教
組 

岩

手

県

教

職
員
組
合
気
仙
支
部(

組
織
内) 

＝
奨
学
金
制
度
の
要
請
行
動
＝ 

対象商品は、労金に

ご確認ください。 

る
。
集
中
回
答
日
段
階
で
は
、

物
価
が
ほ
と
ん
ど
上
が
っ
て

い
な
い
中
、
一
定
の
有
額
回

答
を
引
き
出
し
た
こ
と
は
画

期
的
だ
と
思
っ
て
い
る
。
親

会
社
の
回
答
を
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
に
関
わ
る
関
係
会
社

が
超
え
ら
れ
な
い
と
い
う

『
悪
し
き
常
識
』
か
ら
の
転

換
を
強
調
し
、
今
後
に
つ
な

が
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
引
き
出

す
こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
て

い
る
。
等
を
述
べ
た
。 

一
四
日
、
連
合
岩
手
は
、

岩
手
県
商
工
会
議
所
連
合
会

に
要
請
を
行
っ
た
。 

豊
巻
会
長
か
ら
、｢

若
者
が

岩
手
で
い 

き
い
き
と 

働
き
続
け 

ら
れ
る
た 

め
に
賃
金 

や
労
働
条
件
の
改
善
に
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
」
と
訴
え
、

政
府
の
進
め
る
「
同
一
労
働

同
一
賃
金
」
の
評
価
や
非
正

規
雇
用
の
現
状
な
ど
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。 


